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　　　　　　　　　　　　　　 繊 毛 虫の 毛 胞の 電子顕微 銭的観察

　　　　　　　　　　　　　 川 上 　久 子 ・柳生 　亮三 （広島大
・理 ・動）

魚 溜 ，、，伽 ＿ 」々 漉 ，
酷 。 ．、。 鵬 F 擁 ・脚 甜・  の 休 ・躙 及 び発射時の 毛 胞 を電 顕 的 に 調 べ た・毛

胞 は ，ap ，
　 、ip

，
，h 。f・ の 3 部分 か ら成 つ て い る ． 乾 燥 や 1… し

一
・　 ｝J ン 処Mlrcよ つ て 体外 に 発射 し た 毛 胞 の

shaf し は 約 週 期 15GOA の outeT 　shaft と約 550A の inner　shaft と か ら形 成 さ れ そ の 週 期 の 値 か ら従来

観察 さ れ て い た部 分 は i・ … sh ・ ft に 相 当す る ・ とが わか つ た ・
・h ・f・ は円板 の 積種 ね で は な く ゜ ute 「・

i＿ 共 i。，ら旋構造 で あ り，
・ U … ら旋 は a」・1・C 粒 子 か ら形 成 さ 禍 ・切 片像 か ら ノ

’・　 calkinsi の 休止 期 の

毛胞砿 体 は 微糧
・

か ら劇 毛 胞 の 発身切 瞬間 に 微肝 が ， ら旋構造 e 変k ．
，

．i．
る もの と 考 え ら れ る・固定 の

際 し ば しば tip が 外皮 を 破 つ て 発射 され な い た め に P ．　btirsa厂ic・ で は 体内 へ の 発射が見 られ る 。 そ の 場合

｛
・・。約 5・・A の 週 期 の ，h。 f・ が観察 さ れ るが，こ の 勳 も し て 糊 片幽 覡 わ れ る ・h ・ft は ・ ら 旋 で あ る こ と

が わ か る e ，h。ft は共生藻や 卦 コ ソ ド リ ヤ 等を突 き抜 く事 は な くそ れ らの 近 くで 方 龍 衡
1
る もの ら し い ・

F ．leucitsの 休 1L期 の cap は 300A の 週 期があ る ・

　　　　　　　　　　 電子顕微 鏡に よる纎 毛 虫 の表 層の 比較形 態学的研究

　　　　　　　　　　　　　 軍、中　義 信 ・柳生．　亮 三 　（広島大 ・理 ・動）

・P。lina，　Paramecirtnt ，　 S？＞ir・st ・ 一 ，σ・ nd ・
・1・… ma ，　 ai　tentoi

・
，1

’
・ rticelia ｝嘱 妬 6 種 濾 毛 虫鞭

い ，そ 蕨 驕 造 を 電子購 鏡 で 研究 し た ． 崙生性 の ・p・liita の 表 屡 は 齢 自 巨癒 舌形 備 毛虫 とは 著 し

碾 な ・」，栄養 摂 瞭 好都 akwa 起構造 力1多数 認 め ら れ る ・ 繊 毛 鞴 は 総 て の 繊 毛 虫 で 同 様 で あ る が ・そ の

基粒体 に 嬬 る小灘 の 長 淋 ・ よぴ キ ネ げ ス マ の 様 式 は そ れ ぞれ の 虫 で 歟 り・Op ・lina　〈
’
は 騨 で あ る

が 5，鶴 。 で 撮 鞭 雑 に な つ て い る ． 凝 著し 礒 転 収縦 示 す ・  ガ… ’ω 脚 ・ で は ，
こ れ と は 別 の 細

い 雛 （15・− 2・画 硲 鑓 下 に 見 ら 漏 ． 噛 性繊毛虫 で は…
様 に 類筋凝 め られ ・ そ の 内部 は すべ て

巒 鰍 構 造 を示 し て い る が ， 類筋 の 戰 ・ よ し縫 向 は 収縮 の 様S に よ つ て 異 な つ て い る ・

　　　　　　　　　　　　 繧 毛 虫 の 核の 微 細構 造 の 電 子顕微 銭的観 察

　　　　　　　　　　　　　　　 稲葉　文枝 （奈良女 子 大 ・狸 ・i勣）

雁 の 大核 と燐 明 ・核 鶴 つ 繊 毛 虫 Bl・Pharistna，　SPirostoniu ？n で 超 薄切 片法 に ・　［）　F一子騰 鏡磁

の 構 造 を比較観察 し た ． 礁 は 2 舗 造 訴 し汐 順 の 厚 さ 2・ ミ リ ・ ク v 　 y ｝内膜 躙 際は 各 3° ミ リ ミ

ク 。 ン で あ る．大核 内ewi　e 体 1・itl− r．fb布す る 短 か い ひ 獣 の 難 糸 （径 8°− 18° ミ ］J　S ク ゜ ン ）， ま ば

ら 1轍 在す る球 形 の 仁 （径   ．1− ・・6 ミ ク ・ y ）， そ れ ら の 間 を埋 め る 細 い 紺 く径 1°− 2° ミ リ ミ ク ゜ ン 〕

を示す基質 か ら成 る。で は さ らに 径 1・5 ・ ク ・ y 位 の 空 胞 に 瞰 れ た 髏 歓 形 の 仁 （径 1 ミ a ” y ） が

1 纈 に 1 個 」壮 存 す る．　 SPiro ・t・・rlu” t の 骸 鱒 に は フ ・ イ ・レ ゲ ・ 灘 の 円筒状体 （径 ゜・3− °・4 ミ ク

。 カ が 舞 含 ま れ ， 時 蹴 核 の 大部分 を占 め て い る ・
・骸 は 径 i・フ ・ ク ・ ン 位 の 球 形 ま た は だ彫 で ・ fc

榔 近 凱 て い る ． 内部 に は 径 ・・ ミ リ ミ 夘 刈 ・麟 凝 もつ ら せ ん 糸 が ・ ら 凱 の 鱒 た臆 で 一塊

を な し て お り，大核 に 比 し ち み つ に み え る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　細 胙遺伝 ・生 態

　　　　　　　　　　　　　　　　（第 III 会 場 ・第 1 日）

　　　　　　　　　　　　　蚊 に 吸 わせ た腹水腫瘍細胞 の 態度 1

　　　　　　　　 渡辺 文 友
・東 　　緑

・金 子 光恵 （長崎大
・
医

・冢 畜医 ）

。 、
一ル 。 鱗 状薩 伯 血 凝 舒 ・）の 蝋 よ る 伝染 銅 能攅 耀 し次の 実恥 行 つ た ・ 灘 1 （醐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ 53 ）
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の 自山 細胞性腹水肝癌） 及 び渡辺　II （臼鼠 腹水 内 皮 腫 ） の 両腫瘍 の 出洫性鍾瘍性 腹水 を夫 々 小綿 球 に 浸 し

て 拠 の 野 生 の 胴 夘 シ マ ヵ
・ ア カ 仁 力 に 別 々 に 強制 吸 引 せ し め た。蚊 は何れ 臓 く吸 引 し，吸 引後 は

自由 に 飛 び 得 た 。 針状 の 蚊 の 目 吻 内を出 血性腹水腫瘍 が 流 入 す る状況 を実体顕微鏡 ドに 観察す る と共 に ， 赤

く膨 れ た 蚊 の er部 を切 開 し 潤 内 の 醗 糊 包数 核 の 性状 並蹂 色体 を観察 し た．胃に 吸 引 さ れ た 糊 包は 約
400− 12000 値 に 達 し た 。 吸 引終 了 後 5− 10 分後 に は， 胃 内 の 腫傷 紐 胞 に は 分 裂 各期 の 鬱 が 見 られ，20 分
後 に は lssz核 の 変性 が 明 瞭 と劫 ・ eetSfSの 粘 藩 の 像 が 目立 つ た．尚．噸 泉の 部分 に は購 細胞 は 認 め 得 な

か つ た・吸 引直後蚊明 夏部 蠏 剖 し ・ 恐 ら く 5・oo 個 以 上 嗾 辺 1 耡 包を含 む 胃 を と 咄 し ，糠 陛 ， 之

を生 理 的食塩水 に 浮游し ラ ・ 噸 腔 に 移 植 し て ，腹水腫瘍 を生 ぜ し め 得た．移植 if 肋 染 色 体数 の モ ＿

ドは 74 で 実 験 前と変 りは なか つ た。

　　　　　　　　　ガ ン マ 線 に よる 巨大 細胞 の 形成　中 西　 宥 （北大 ・理 ・動 ）

　＆聞 の 苧膜細胞 を継 代培養 し， こ れ に コ バ ノし ト 60 を 用 い て ガ ン マ 線 （2000r ，
4000 γ） を照射 す る と 3− 5

日後 に 生 き残 つ て い る糊 包の 殆 ん どが 巨大細胞 と な る ． 培養 戦 目 の 細 胞集 団 は 二 倍性 の 染色体数 鮪 し て

お リガ ン マ 線照射後 12 日 疇に お い て 亀巨大細 胞 は 出 現 し な い 。 し か る に 継代培養 を つ づ け た 株 で は 染色体

数 は 二 陪性 か ら三 倍性 に 変化 し 巨 大 細 胞 が 高率 に 1『槻 す る 。 空 気 ，酸素 お よ び 窒素 の 存在下 に お い て 100γ よ

り 10・oeOJ’ま で 種 々 の 粮量 を照射 L　5 目後 に 絃 胞数 な ら び に 巨 大細 胞 の 数 を 調査 し た。細 胞 数 は 】DOr よ

り lDOOr まで ○ 線量 に お い て は 酸 素 の 存 在下 に お け る方 が 窒 素 「ドの そ れ よ りも減少 し て い る 。
20DO7 か ら

lO
，
OOOr ま で に お 偽 て は こ の 関係 は 逆 と な り，塑 気中 で は こ れ らの 中聞 の 細胞数 を示 し た 。巨 大細胞 の 出現

は 酸素 の 存在 ドに お い て は 穣量 の 増 加 と共 に 急激 に 増加 し ， 窒 素 の 場 合 に は ゆ る や か で あ り，空 気中 で は こ

れ らの 中聞の 増 加 を示 し た。

シ ロ ネズ ミ の 発 生各期にお ける体細胞染色 体の 変異

　　　　　　　　　　　　　　　　　 円 中　達 也　（北 大 。理 ・動 ）

発 情 期 （ あ るノ・漁 シ 噂 ズ ミ の 雌 を人 工 受 胤 発 絡 期 に お け る 体細 骸 倒 増 を黷 読 ，そ の 結

果 難 後 3加 ・
4 ’

／・
　H ・5　1／：“ 日 ・

フ
鹽

．鴇 及 び 叫 謂 の 臨 巳の 讎 膕 お o。％ 礑 基本数 2。 ＿42 鮪

す る が ・ 受 綴 12 ’

，

’
，
．　 H 以降 鋤 寔 1孟 39− 46，79− −86 の 染 色1嫐 変 異 猟 す事 を覲察 し た ，9，2％ ，．

＿方 ，
稀 に 3　n

・
4n の 倍数性 胎児 も発皇 初 期 （31／2 冂 ，

4  
ノ
2 目 胎 し琶） に 観察 さ れ た C2．1％ ）。

　以 上 の 結果 に 基 い て 胎 児 の 発生増 殖 の t 体 をなす細 胞 は 正常基本数 を有 す る細 胞 で あ る事 は 明 か で あ る 。

異 数 腰 異 の 原 因 は ・ 粫 竕 裂時に お 1幡 難 体 の 不 分離 樋 糸 の 不 囀 形 f，E．多獸 裂 等 が 主な原因 と

考 え ら れ るが ， こ れ ら変 異 細 胞 は 早 期 に 分裂能 を失 い
， 胎 児 の 発 i ，分化 に 直接的影響 は な n と考 え る 。 叉

倍数性 胤 肋 駟 は ・ 9：庁 の 異常椎黼 核 ， 受 樽 ゆ 谿 騰 滅 は 舞 受轍 蝋 す る tl
）
　D と考 え る 。

組織培養 法に よる哺乳類 の 染 色体研 究

　　　　　　　　　　　阿 波 章夫 ・
中 西 　宥 ・牧野 佐 二 郎 く北 大 ・理 ・動）

哺 乳 類 1喉 の 種 嫡 組 縫 培 aSL ・ 水前処 理 批 つ ぶ し 灘 よ つ て 体 細 胞 の 染 色 体数 な ら び 嗾 型 に つ

い て 諦 畷 査 し た ・ 分析 の 結黒 dS で は 2 ・ − 78，ネ コ は 39，モ ・ レ モ 。 トは 64，ゴ ＿
、。 デ ン ． 、ム ス タ＿

（A4es° c「icetus（C・ice’・ ・

’
） atlf

’
・ ・us ） は … 刃

一
耘 ミ （・feri・nes 　 t・ngiticulatus 　MILN ・．E ・ wARD ，）は 44

，

ハ ッ カ ネ ズ ミ は 4°
・

シ ゜ ネズ ミは 42
・ ヒ 〃 ∫

… ガ・ 嬬 ・）は 54
，

サ ル 〔R ん・・一 ・… ，。，）は ・2，燗
は 46 とそ k．Et・の 疑 体数 が 確 認 さn ・ ai ・ら の 種 の 多 く酬 の は過去 の 多 くの 研究都 よ る生 殖 細 胞 の

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　 （ 54 ）
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